
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

   

 

   

 

 

   

(注) 25年３月期第２四半期末配当金の内訳   普通配当  18円00銭    記念配当  2円00銭 
  

  
(％表示は、対前期増減率) 
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(百万円未満四捨五入)

１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第２四半期 243,046 3.8 14,546 8.5 16,391 21.6 14,787 64.3
25年３月期第２四半期 234,043 △2.7 13,401 △15.0 13,483 △15.2 9,001 8.4

(注) 包括利益 26年３月期第２四半期 17,650百万円( 281.9％) 25年３月期第２四半期 4,622百万円( 187.6％)
 

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第２四半期 71.01 ―
25年３月期第２四半期 43.22 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年３月期第２四半期 495,962 321,774 63.6
25年３月期 477,880 313,404 64.2

(参考) 自己資本 26年３月期第２四半期 315,586百万円 25年３月期 306,979百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 20.00 ― 18.00 38.00

26年３月期 ― 18.00

26年３月期(予想) ― 18.00 36.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 500,000 7.6 31,000 31.6 32,500 18.9 24,500 30.2 117.65

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



  

 

 

 

   

   

   

 

 

 

 

 
  

※ 注記事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

 (注) 詳細は、【添付資料】Ｐ．４「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期２Ｑ 208,364,913株 25年３月期 208,364,913株

② 期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 119,423株 25年３月期 117,316株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 208,246,281株 25年３月期２Ｑ 208,248,539株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであ
り、実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想に関する事項は、
【添付資料】Ｐ．３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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2013年４月１日から同年９月30日までの連結業績につきましては、売上高は2,430億46百万円(前年同

期比3.8％増)となりました。機能材料セグメントにおいては、半導体用エポキシ封止材や半導体用ダイ

ボンディング材料の新規採用が増加し、また、先端部品・システムセグメントにおいては、粉末冶金製

品や車両用電池が順調に推移しました。これらに加え為替の影響もあり、売上高は前年同期実績を上回

りました。その結果、営業利益は145億46百万円(前年同期比8.5％増)、経常利益は163億91百万円(前年

同期比21.6％増)、また、四半期純利益は、福島第一原子力発電所の事故による操業停止期間の逸失利

益に対する東京電力(株)からの補償金を特別利益に計上したこともあり、147億87百万円(前年同期比

64.3％増)となりいずれも前年同期実績を上回りました。 

セグメント別の事業の状況は以下のとおりです（各セグメントの売上高は、セグメント間内部売上高

消去後の数値を記載)。 

  

機能材料セグメント 

当セグメントの売上高は前年同期実績の5.3％増に当たる1,313億56百万円となりました。 

①電子材料 

半導体用エポキシ封止材は、2012年10月１日付で日東電工(株)から同製品の事業を譲り受けたこと及

び新規採用の増加により、前年同期実績を上回りました。 

半導体用ダイボンディング材料は、スマートフォン、タブレットＰＣ向けの新規採用増により、前年

同期実績を上回りました。 

半導体回路平坦化用研磨材料は、一部顧客における需要減の影響により、前年同期実績を下回りまし

た。 

電気絶縁用ワニスは、国内の自動車生産台数が減少した影響を受けたものの、為替の影響等により、

前年同期実績を上回りました。 

②無機材料 

リチウムイオン電池用カーボン負極材は、パソコン向けの需要減はあったものの、環境対応自動車向

けの売上が増加し、前年同期実績並みとなりました。 

カーボン製品は、鉄道車両用ブラシの売上が減少した一方で、新興国向け自動車用ブラシの売上が増

加したことにより、前年同期実績並みとなりました。 

③樹脂材料 

機能性樹脂は、塗料用樹脂が国内の自動車生産台数が減少した影響を受け、前年同期実績を下回りま

した。 

粘着フィルムは、液晶ディスプレイの光学シート表面保護用の需要減により、前年同期実績を下回り

ました。 

ディスプレイ用回路接続フィルムは、スマートフォン向けの売上拡大により、前年同期実績を上回り

ました。 

タッチパネル周辺材料は、一部顧客の需要減により、前年同期実績を下回りました。 

④配線板材料 

銅張積層板は、パソコン向けの需要が減少したことにより、前年同期実績を下回りました。 

感光性フィルムは、スマートフォン、タブレットＰＣ向けの売上拡大により、前年同期実績を上回り

ました。 

  

先端部品・システムセグメント 

当セグメントの売上高は前年同期実績の2.2％増に当たる1,116億90百万円となりました。 

①自動車部品 

樹脂成形品は、一部顧客の需要減により、前年同期実績を下回りました。 

摩擦材は、海外子会社の売上が貢献したことなどにより、前年同期実績を上回りました。 

粉末冶金製品は、北米での需要増により、前年同期実績を上回りました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

(１)経営成績に関する説明
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②蓄電デバイス・システム 

車両用電池は、アイドリングストップ車等の環境対応自動車向けの増加やタイの製造拠点の本格稼働

開始に伴い、前年同期実績を上回りました。 

 産業用電池・システムは、通信事業者向けの電源装置の売上が減少したことにより、前年同期実績を

下回りました。 

 キャパシタは、風力・太陽光発電向けの売上が増加したことにより、前年同期実績を上回りました。

③電子部品 

配線板は、半導体検査装置関連の需要回復等により、前年同期実績を上回りました。 

④その他 

診断薬・装置は、アレルギー診断薬の国内向け売上の増加等により、前年同期実績を上回りました。

  

①資産 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から180億82百万円増加し4,959億62百

万円となりました。主に関係会社預け金が増加し、流動資産が114億16百万円増加したことによるもの

です。 

②負債 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末から97億12百万円増加し1,741億88百

万円となりました。主に会計方針の変更により退職給付に係る負債が増加し、固定負債が69億６百万円

増加したことによるものです。 

③純資産 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末から83億70百万円増加し3,217億74

百万円となりました。主に利益剰余金が増加し、株主資本が100億95百万円増加したことによるもので

す。 

  

通期の業績予想につきましては、当第２四半期において為替差益を計上したこと等に加え、福島第一

原子力発電所の事故による操業停止期間の逸失利益に対する東京電力(株)からの補償金を特別利益に計

上したことにより、経常利益及び当期純利益は、前回発表の業績予想を上回る見込みです。 

  

〔通期〕 

 
  

(２)財政状態に関する説明

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

    今回予想(A) 前回予想(B) 増減額(A-B) 増減率

  売  上  高  5,000億円  5,000億円 ― ―

  営 業 利 益  310億円  310億円 ― ―

  経 常 利 益  325億円  320億円   5億円  1.6％

  当 期 純 利 益     245億円  225億円  20億円  8.9％
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（退職給付に係る会計処理方法の変更） 

当社及び連結子会社は、「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。

以下、「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第25号 平成24年５月17日。）が2013年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用で

きることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間よりこれらの会計基準等を適用しております。

これにより、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に

変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しております。

また、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準

から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。なお、退職給付会計基準第37項に定める経過

的な扱いに従って、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務から年金資産の額を控除

した額を退職給付に係る負債として計上したことに伴う影響額を退職給付に係る調整累計額に、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金にそれぞれ加減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る調整累計額が4,410百万円減少し、利

益剰余金が941百万円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

(１)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
 （１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(2013年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2013年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 36,955 36,829

受取手形及び売掛金 105,134 105,509

有価証券 499 －

製品 20,163 21,702

仕掛品 12,006 12,585

原材料 15,090 15,641

関係会社預け金 37,317 48,193

その他 25,368 23,384

貸倒引当金 △791 △686

流動資産合計 251,741 263,157

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 50,116 56,314

機械装置及び運搬具（純額） 56,020 65,154

土地 20,165 21,482

その他（純額） 35,719 26,697

有形固定資産合計 162,020 169,647

無形固定資産   

のれん 24,398 22,593

その他 6,080 5,896

無形固定資産合計 30,478 28,489

投資その他の資産   

投資有価証券 15,259 16,090

その他 19,208 19,342

貸倒引当金 △826 △763

投資その他の資産合計 33,641 34,669

固定資産合計 226,139 232,805

資産合計 477,880 495,962
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(2013年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2013年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 48,612 49,411

短期借入金 20,387 22,562

未払法人税等 7,778 6,166

その他 36,813 38,257

流動負債合計 113,590 116,396

固定負債   

社債 20,000 20,000

長期借入金 8,053 8,872

退職給付引当金 17,111 －

役員退職慰労引当金 510 407

退職給付に係る負債 － 21,685

その他 5,212 6,828

固定負債合計 50,886 57,792

負債合計 164,476 174,188

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,454 15,454

資本剰余金 36,113 36,113

利益剰余金 259,230 269,328

自己株式 △193 △196

株主資本合計 310,604 320,699

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,077 1,438

繰延ヘッジ損益 68 18

為替換算調整勘定 △4,770 △2,207

退職給付に係る調整累計額 － △4,362

その他の包括利益累計額合計 △3,625 △5,113

少数株主持分 6,425 6,188

純資産合計 313,404 321,774

負債純資産合計 477,880 495,962
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 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
  (四半期連結損益計算書) 
   (第２四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
（自 2012年４月１日 

    至 2012年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

    至 2013年９月30日） 

売上高 234,043 243,046

売上原価 179,148 182,868

売上総利益 54,895 60,178

販売費及び一般管理費 41,494 45,632

営業利益 13,401 14,546

営業外収益   

受取利息 187 159

受取配当金 135 165

持分法による投資利益 993 1,055

受取ロイヤリティー 669 774

為替差益 － 573

その他 1,460 1,579

営業外収益合計 3,444 4,305

営業外費用   

支払利息 481 714

固定資産処分損 441 527

為替差損 1,069 －

その他 1,371 1,219

営業外費用合計 3,362 2,460

経常利益 13,483 16,391

特別利益   

受取補償金 1,899 4,191

特別利益合計 1,899 4,191

特別損失 － －

税金等調整前四半期純利益 15,382 20,582

法人税等 6,052 5,645

少数株主損益調整前四半期純利益 9,330 14,937

少数株主利益 329 150

四半期純利益 9,001 14,787
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  (四半期連結包括利益計算書) 
   (第２四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
（自 2012年４月１日 

    至 2012年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

    至 2013年９月30日） 

少数株主損益調整前四半期純利益 9,330 14,937

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △558 361

繰延ヘッジ損益 342 △50

為替換算調整勘定 △4,373 1,968

退職給付に係る調整額 － 48

持分法適用会社に対する持分相当額 △119 386

その他の包括利益合計 △4,708 2,713

四半期包括利益 4,622 17,650

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,519 17,709

少数株主に係る四半期包括利益 103 △59
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該当事項なし 

  

該当事項なし 

  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 2012年４月１日 至 2012年９月30日） 

 
(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 2013年４月１日 至 2013年９月30日） 

 
(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

  

(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

（単位：百万円）

科      目

報告セグメント

調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注) ２

機能材料
先端部品・
システム

計

売 上 高

(1) 外  部  顧  客  へ  の

売 上 高 124,732 109,311 234,043 ― 234,043

(2) セ  グ  メ  ン  ト  間  の

内 部 売 上 高 又 は 振 替 高 3,863 591 4,454 (4,454) ―

             計 128,595 109,902 238,497 (4,454) 234,043

セ  グ  メ  ン  ト  利  益 11,932 1,489 13,421 (20) 13,401

(単位：百万円)

科      目

報告セグメント

調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注) ２

機能材料
先端部品・
システム

計

売 上 高

(1) 外  部  顧  客  へ  の

売 上 高 131,356 111,690 243,046 ― 243,046

(2) セ  グ  メ  ン  ト  間  の

内 部 売 上 高 又 は 振 替 高 5,237 974 6,211 (6,211) ―

             計 136,593 112,664 249,257 (6,211) 243,046

セ  グ  メ  ン  ト  利  益 13,096 1,475 14,571 (25) 14,546
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